
 

【
ト
ラ
ス
橋
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
】 

〇
ト
ラ
ス
橋
の
構
造
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
？ 

…
細
か
い
部
材
で
構
成
で
き
る
こ
と
で
す
。 

【
ト
ラ
ス
橋
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
】 

〇
ト
ラ
ス
橋
の
構
造
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？ 

…
施
工
が
難
し
い
こ
と
で
す
。 

【
泰
平
橋
に
つ
い
て
】 

〇
場
所
は
？
・・
・
新
潟
市
北
区
新
崎
・ 

東
区
本
所
で
す
。 

〇
長
さ
は
？
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・
・
・・
・９
３
８
ｍ
で
す
。 

〇
幅
は
？
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・
・
・・
・８
．
１
ｍ
で
す
。 

〇
誕
生
年
度
は
？
・・
・
・
・・
・
・
・・
・
・
・
・昭
和
２
６
年
で
す
。 

〇
構
造
形
式
名
称
は
？
・・
・
・
・・
・
ト
ラ
ス
橋
と
い
い
ま
す
。
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泰平
た い へ い

橋
ば し

 

【
泰
平
橋
の
構
造
形
式
に
つ
い
て
】 

泰
平
橋
は
ト
ラ
ス
橋(

曲
弦
プ
ラ
ッ
ト
ト
ラ
ス
橋)

と
い
う
構
造
形

式
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ト
ラ
ス
橋
と
は
三
角
形
の
部
材
を
繋
い
だ
構
造
で
あ
り
、
そ
れ
を

繰
り
返
し
て
桁
を
構
成
し
ま
す
。 

 

ト
ラ
ス
橋
は
部
材
を
ピ
ン
接
合
に
よ
っ
て
三
角
形
に
し
た
も
の
を

組
み
合
わ
せ
て
構
成
す
る
た
め
、
部
材
に
架
か
る
負
担
が
少
な
く
、

細
か
い
部
材
で
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

し
か
し
、
様
々
な
部
材
が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
材
の
接
合

部
が
複
雑
に
な
り
ま
す
。 

 

プ
ラ
ッ
ト
ト
ラ
ス
は
、
日
本
で
は
明
治
時
代
に
よ
く
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
に
な
る
と
、
よ
り
部
材
が
節
約
で
き
、
軽
量
化
を
果
た

せ
る
ワ
ー
レ
ン
ト
ラ
ス
に
移
行
し
ま
し
た
。 

【
用
語
解
説
】 

〇
ピ
ン
接
合
・
・
・一
体
化
せ
ず
に
部
材
同
士
を
留
め
る
方
法
。 

【
泰
平
橋
の
歴
史
】 

初
代
の
泰
平
橋(

当
時
の
橋
名
「
太
平
橋
」)

は
、
明
治
１
８
年
に
木
橋
と
し
て
完
成
し
ま
し

た
。 そ

の
後
、
阿
賀
野
川
改
修
工
事
の
一
環
と
し

て
、
大
正
１
３
年
に
２
代
目
泰
平
橋(

木
橋)

が

完
成
し
ま
し
た
。 

自
動
車
交
通
量
増
加
に
合
わ
せ
、
永
久
橋

り
ょ
う
に
架
け
替
え
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
２

６
年
に
３
代
目
と
な
る
現
在
の
泰
平
橋
が
完
成

し
ま
し
た
。 

 

※
明
治
３
２
年
に
架
け
ら
れ
、「
泰
平
橋
」
に
改

名
し
た
橋
を
２
代
目
と
し
、
現
在
の
泰
平
橋
を

４
代
目
と
す
る
説
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

 


